ツイッターデータから見る希死念慮の変動
連休及び自殺事件の報道による影響に着目して
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背景
[bookmark: _GoBack]　日本では，1998年の自殺率の急増を契機に，自殺対策が社会的な重要課題として認識されてきた（本橋，2015）．2003年に自殺者数がピークに達した後，日本の自殺者数は2019年まで継続して減少を続けてきたものの（厚生労働省，2020），今後も継続した自殺対策を行っていく必要があるだろう．自殺対策基本法成立後の具体的な自殺対策の施策として，「自殺は，その多くが追い込まれたすえの死」，「自殺は，その多くが防ぐことができる社会的問題」，「自殺を考えている人は悩みを抱えながらもサインを発していることが多い」という3つの基本認識が示された（本橋，2015）．この基本理念の一つ，「自殺を考えている人が発するサイン」を，早期に発見し対処することが出来れば，自殺を予防する一助となる．希死念慮を発見する手段として，昨今SNSを利用した取り組みが注目を呼んでいる（厚生労働省，2019）．しかし，このような期待があるにもかかわらず，SNSにおける希死念慮に関する研究は，管見の限り，日本において蓄積が十分であるとは言えない．そこで本稿では，SNSを通じた自殺研究の将来的な指針を提案すべく，一例としてツイッターデータを用いた自殺に関するツイートの分析を行う．
　本研究は，連休時による自殺ツイートへの影響，自殺報道が生じることによる自殺ツイートへの影響，そして，週間的な自殺ツイートの変動を主な研究の焦点として分析を行う．まず一つ目の点に関して，職場や学校での問題が自殺の原因として頻繁に取り上げられてきた（本橋，2015）．もしそうであるならば，連休中の自殺ツイート数は低下することが考えられる．そこで，冬休み中には自殺ツイート数が減少するという仮説のもとデータの検証を行う．次に，日本では，特に長期休みが明けるタイミングで，若年者の自殺の急増することが危惧されている（河合，2016）．そのため，本研究では当初，冬休み明け前後での自殺ツイートの検証を予定していた．しかし，1月6日の新宿での自殺事件や三宅雪子議員の自殺の報道が起きたため，自殺事件の報道による影響に研究の焦点を切り替え，分析をおこなうこととした．自殺への社会的認知度の高まりは，自殺の伝播を引き起こすことが危惧されている．実際に自殺の発生及び自殺の報道が自殺の伝播をもたらすのであれば自殺ツイートも増加することが考えられる．そこで本研究では，新宿での自殺と三宅雪子議員の自殺に関する報道が重なった1月６日から一週間の自殺ツイートが増加したという仮説の基，分析を試みる．最後に，ツイートに込められた感情を分析したGolderとMacy(2011)は，週末には感情が比較的ポジティブであり，平日は月曜日から金曜日にかけて感情がネガティブなものに変化していくという周期的な変動を報告した．これに則して言えば，自殺ツイート数も週末は比較的少なく月曜日から金曜日にかけて増加していくことが考えられる．そこで本研究でも，自殺ツイートの周期的な変動を検証するため，上記の想定のもと分析を行う． 

分析方法
本研究では，2019年12月27日00:00時から，2020年２月10日23：59までの期間（1月14日～17日のデータは脱落）に，＃自殺，あるいは＃死にたいと記載されたツイートデータを収集し分析を行う．

結果
　15,308件のツイートが収集された．しかし，すべてのツイートが希死念慮を示すわけではなく，明らかに自殺抑止を呼び掛けるためのツイートも多く見受けられた．そこで，そのような自殺抑止を目的としている投稿アカウントを目視の限りデータフレームから除去した．また，1月6日の新宿での自殺事件の際には，多くの人がその事件についてのツイートを投稿していたため，1月6日から1月12日の期間中に新宿の自殺事件に関して投稿しているツイートも分析データから除いた．その結果，ツイート件数は12,245件となった．図１に表されているのが，期間中の自殺ツイート数及び自殺ツイートを投稿したアカウント数の日ごとの変動である．まず，一般的な冬休み期間中である2019年12月28日から2020年1月5日までのツイート数及びアカウント数は，若干ながらも1月18日以降(以降，通常週)よりも低い数値を示している．次に，自殺に関する報道が重なった1月6日の週（以降，自殺週）に関しては，自殺事件に関する投稿を除外してもなお，1月6日月曜日のツイート数が際立って多いことが分かる．しかし， 1月7日以降のツイート数は翌週以降と比較して少ないようにも見える．
　冬休み期間，自殺週，そして通常週での自殺ツイート数及びアカウント数の差を検証するため，分散分析を行った．なお，1月6日は外れ値とみなし分析から除いている．その結果，ツイート数及びアカウント数は，週の間で統計的に有意に異なることが確認された（ツイート数：F（2,34）＝9.738, p <.01；アカウント数：F （2,34）＝8.402, p < .01）．多重比較検定の結果，ツイート数では，冬休み期間中（M=161.5, SD=21.6）と通常週(M=198.1, SD=24.8) ，そして自殺週(M=222.8, SD=34.0)と通常週の間に，1％水準で統計的に有意な差があることが明かとなった．次にアカウント数では，多重比較検定の結果，冬休み期間中（M=161.4, SD=21.6）と通常週 (M=198.1, SD=24.8)の間のみ有意な差が確認された（自殺週では，M=162.5, SD=31.6)．以上から，冬休み期間中の自殺ツイートは減少するという一つ目の仮説は支持された．一方で，自殺へ社会的な認識が高まるった期間には自殺ツイートが増えるという二つ目の仮説は棄却された．
　最後に，通常週における曜日ごとの自殺ツイートの変化を確認する．図2に表示されているように，顕著な特徴であるとは言えないが，月曜日と日曜日，そして火曜日が比較的ツイート数，アカウント数ともに大きいこと分かる．このことから，自殺に関するツイートは，感情とは異なったサイクルを持つことが推測される．

図 1　自殺ツイートの変動
　

図 2　自殺ツイートの周期的変化

考察と結論
　仮説の通り連休期間中の自殺ツイートが減少することが結果から示された．日本では自殺の原因として学校や職場での問題が考えられており，連休中での自殺ツイートの減少はそうした現実を裏付けるものであるだろう．このことと関連して，自殺ツイートが月曜日や日曜日に増加するのは，翌日に再び出勤や登校をしなければならないという絶望感が人々に自殺を想起させるからであると考えられる１．つまり，現在の困難よりも苦難が確定した未来に対して，人々は絶望し希死念慮を抱くのではないだろうか．最後に，1月6日には自殺ツイート数の上昇がみられたものの，仮説とは反して1月6日の週に自殺ツイート数が減少した点については，分析方法と関連した問題が考えられる．本分析では，新宿での自殺及び三宅雪子議員の自殺に関するツイートは除去している．そのため，普段自殺に関する投稿をしている人が，この時期には自身の自殺に関するツイートの代わりに新宿の自殺や三宅雪子議員の自殺に関するツイートしたならば，同様にデータから排除され，自殺ツイート数が減少したのだと考えられる．以上のような分析方法上の課題も考慮しつつ，今後は1月6日のみツイート数が上昇した要因もふまえてさらに詳細な分析を試みる必要がある．

注
１．一日の中での自殺ツイート数は深夜に集中している．そのため曜日ごとに区切った場合では月曜日と日曜日に自殺ツイートが多いように見えるが，実際は，日曜日の深夜から月曜日の午前1～2時付近，つまり感覚的には日曜日の夜の眠りにつく前の時間帯である．この点に関して，今後は人々の生活習慣に合わせた時間設定のもと分析を行う必要がある．
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自殺ツイートの変動

ツイート数	2019/12/27/Fri	2019/12/28/Sat	2019/12/29/Sun	2019/12/30/Mon	2019/12/31/Tue	2020/01/01/Wed	2020/01/02/Thu	2020/01/03/Fri	2020/01/04/Sat	2020/01/05/Sun	2020/01/06/Mon	2020/01/07/Tue	2020/01/08/Wed	2020/01/09/Thu	2020/01/10/Fri	2020/01/11/Sat	2020/01/12/Sun	2020/01/13/Mon	2020/01/18/Sat	2020/01/19/Sun	2020/01/20/Mon	2020/01/21/Tue	2020/01/22/Wed	2020/01/23/Thu	2020/01/24/Fri	2020/01/25/Sat	2020/01/26/Sun	2020/01/29/Wed	2020/01/30/Thu	2020/01/31/Fri	2020/02/01/Sat	2020/02/02/Sun	2020/02/03/Mon	2020/02/04/Tue	2020/02/05/Wed	2020/02/06/Thu	2020/02/07/Fri	2020/02/08/Sat	2020/02/09/Sun	366	280	229	267	263	212	221	220	263	288	667	276	241	239	211	201	169	306	257	338	296	300	269	260	234	256	267	256	263	282	273	328	375	278	282	297	267	254	336	アカウント数	2019/12/27/Fri	2019/12/28/Sat	2019/12/29/Sun	2019/12/30/Mon	2019/12/31/Tue	2020/01/01/Wed	2020/01/02/Thu	2020/01/03/Fri	2020/01/04/Sat	2020/01/05/Sun	2020/01/06/Mon	2020/01/07/Tue	2020/01/08/Wed	2020/01/09/Thu	2020/01/10/Fri	2020/01/11/Sat	2020/01/12/Sun	2020/01/13/Mon	2020/01/18/Sat	2020/01/19/Sun	2020/01/20/Mon	2020/01/21/Tue	2020/01/22/Wed	2020/01/23/Thu	2020/01/24/Fri	2020/01/25/Sat	2020/01/26/Sun	2020/01/29/Wed	2020/01/30/Thu	2020/01/31/Fri	2020/02/01/Sat	2020/02/02/Sun	2020/02/03/Mon	2020/02/04/Tue	2020/02/05/Wed	2020/02/06/Thu	2020/02/07/Fri	2020/02/08/Sat	2020/02/09/Sun	262	198	162	142	148	146	147	140	173	197	282	216	193	153	149	127	137	210	199	220	200	189	216	188	162	174	188	163	153	189	212	254	238	205	187	202	181	190	238	



1月18日以降，曜日ごとの自殺ツイート

ツイート数	Mon	Tue	Wed	Thu	Fri	Sat	Sun	335.5	289	269	273.33333333333331	261	260	317.25	アカウント数	Mon	Tue	Wed	Thu	Fri	Sat	Sun	219	197	188.66666666666666	181	177.33333333333334	193.75	225	



